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宿題解答編

宿題 5-1略解 (1 + x)α =

∞∑
n=0

(
α

n

)
xnを用いて、

(Arcsinx)′ =
1√

1− x2
=

∞∑
i=0

(
−1

2

n

)
(−x2)n

であり、 (
−1

2

n

)
=

(−1
2)(−

3
2) · · · (−

2n−1
2 )

n!
=

1 · 3 · 5 · · · (2n− 1)

2n(−1)nn!
= (−1)n

(2n− 1)!!

(2n)!!

ゆえに、
1√

1− x2
=

∞∑
i=0

(
−1

2

n

)
(−x)n =

∞∑
n=0

(2n− 1)!!

(2n)!!
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宿題 5-2略解

(1) sinxの漸近展開 sinx = x − x3
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を漸近展開をすると、
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となる。

漸近展開をするときに、(多項式)+o(x4)の形にせずに、分数の形にしているものが多かったです。また、
x

sinx
を展開するときに、5次まで展開をしておかないと、最終的に 4次まで求められないので、そのこ

とを間違えている答案がありました。

宿題 5-3略解 tanxの漸近展開を求めると、
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宿題 5-4略解

sin 3x = 3x− (3x)3

6
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2
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a sin3 x+ b sinx = a(x− x3

6
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6
)x3 + o(x3) よって、この右辺

を比べることで、b = 3, a = −4となる。

特定の値を代入しても求められるのですが、漸近展開を用いて求める問題の意図でしたので、そのよう
な解答には△がついています。
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